
第 12 回群馬県レジェンドＣＵＰゴルフ場対抗競技 予選 

       ■開催日：2024年7月10日（水）  ■開催コース：メイレイクヒルズＣＣ 

 

本競技においては日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこの競技の条件・ローカルルールを適用する。 

本書に記載のない事項や追加変更がある場合は、競技規定やプレーヤーへの通知文書または競技会場での

掲示物に掲載されるので必ず参照すること。 

ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、本競技の条件とロ

ーカルルールの違反の罰は「一般の罰」（2罰打）となる。 

 

 

                 競 技 の 条 件 

１． 参加資格 

プレーヤーは競技実施要項に定められた参加資格を満たさなければならない。 

２．委員会の裁定 

委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄についてこの委員会の裁定は最終である。 

３．スコアの提出 

カートナビに入力し、登録ボタンを押すことによりスコアカードを提出されたものとみなす。 

４．クラブと球の規格 

(a)ストロークを行うために使うドライバーは、Ｒ＆Ａが発行する最新の適合ドライバーヘッドリスト

に掲載されているクラブヘッド（モデルとロフトで識別される）を持つものでなければならない。 

(b)ストロークを行うときに使用する球はＲ＆Ａが発行する最新の適合球リストに掲載されていなけれ 

ばならない。 

このローカルルールの違反に対する罰：失格 

５．ゴルフシューズ 

正規のラウンド中、プレーヤーは下記の特徴を持つシューズを履いてはならない。 

伝統的なスパイク－すなわち、地面を深く貫くようにデザインされた１つあるいは複数の鋲を有する

スパイク（メタル製、セラミック製、その他の材質かは問わない） 

このローカルルールの違反に対する罰：失格  

６．プレーの中断と再開（規則5.7） 

(a)即時中断（落雷時、切迫した危険がある場合） 

委員会がプレーの即時中断を宣言した場合、すべてのプレーヤーは直ちにプレーを止めなければなら

ず、委員会がプレーを再開するまでは、別のストロークを行ってはならない。このローカルルールの

違反に対する罰：失格 

即時中断中は、委員会がオープンと宣言するまですべての練習施設はクローズとなる。クローズとな

った練習施設で練習しているプレーヤーは練習を止めるように要請される。その要請に従わなかった

場合、失格とすることがある。 

  (b)通常の中断 

ゴルフ規則5.7b、c、d に従って処置すること。 

(c)プレーの中断と再開の合図 

通常のプレー中断       ：  無線及びカートナビにより通知する。 

険悪な気象状況による即時中断 ：  無線及びカートナビにより通知する。 

  プレーの再開         ：  無線及びカートナビにより通知する。 

                   と同時に本部より競技委員を通じてプレーヤーに連絡する。 

 

 

 

 



 

７． 練習（規則5.2） 

(a) ホールとホールの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 

終了したばかりのグリーンやその近くで練習ストロークを行う。または、終了したばかりのグリー

ンの表面を擦ったり、球を転がすことによってグリーン面をテストする事。 

このローカルルールの違反に対する罰： 一般の罰（プレーヤーの最初のホールに適用される） 

８．タイの決定方式 

  競技実施要項に定められた通りとする。 

９．競技終了時点 

競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 

10．悪天候等により、プレーヤー全員が18ホールを消化できない場合は9ホールに短縮して競技成立とす

る場合がある。 

 

ローカルルール 

１． 使用ティー 

本競技の使用ティーは、男子が 白マーク、女子が 赤マークとする。 

２．アウトオブバウンズ（規則2.1） 

アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 

・全ホールの白杭をむすぶ線はすべてラインＯＢとし、球がこの線を越えて止まった場合は、他のホー

ルのインバウンズにあってもOBとする。 

３．ペナルティエリア(規則17.1d) 

レッドペナルティエリアは赤杭または赤線をもってその限界を標示する。線と杭が併用されている場

合は、線がその限界を標示する。 

４. 修理地(規則16) 

修理地は青杭・白線をもってその限界を標示する。 

５．動かせない障害物 

a.排水溝 

b.複数の動かせない障害物が接している場合、それらはひとつの動かせない障害物として扱われる。 

c.動かせない障害物と白線でつながれている区域（その動かせない障害物の一部とみなす） 

６. コールオンについて 

  ショートホールにおいて後続組がティーイングエリアで待っている時には、前の組との間隔を考慮し

たうえで全員の球をマークして拾い上げ、プレーヤーの判断で後続組にティーショットを打たせる事

が出来る。 

７．４番ホール右側の池に入った場合は1罰打付加しドロップゾーンよりプレーすることができる。 

  このドロップゾーンは規則14.3に基づく救済エリアである。 

８．ローカル・ルールの変更又は追加の時は、クラブハウス内に掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

注 意 事 項 

 

 

１．競技の条件５項において規制されるシューズ以外でもパッティンググリーンに著しく損傷を与える 

シューズは使用禁止とすることがある。 

２．委員会は競技中を含めいつでも、出場にふさわしくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消す 

ことができる。 

３．打放し練習場はフロントでサインをしてコインを購入、練習は１人１コイン（30球）を限度とする。 

４．選手の変更は、競技日前日の午前中まではゴルフ協会事務局へ、午後以降は開催コースへ届け出るこ

と。当日はスタート時間30分前までにフロントへ連絡すること。 

５．プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないように注意すること。 

プレーの不当な遅延については、ペナルティーを科すことがある。 

スタート10分前には、必ずティーイングエリア周辺にて待機すること。 

６．コース内は携帯電話の使用を禁止する。（但し、競技委員は緊急時に使用する事がある。） 

 

    事務局  ：群馬県ゴルフ協会        027-253-2570 

    ゴルフ場 ：メイレイクヒルズカントリークラブ 0274-23-6111          

 

競技委員長 加藤 洋 

 

 

【距離表】 

アウト 

HOLE 1 2 3 4 5 6N 7 8D 9 計 

PAR 4 4 4 4 5 3 4 3 5 36 

白 372 294 378 367 345 157 401 156 500 2970 

赤 300 245 247 303 335 147 303 124 464 2468 

 

 

イン   

HOLE 10 11 12D 13 14 15 16N 17 18 計 Total 

PAR 4 5 3 3 5 4 3 4 5 36 72 

白 360 485 174 127 440 275 167 304 508 2840 5810 

赤 230 370 135 113 373 240 143 243 444 2291 4759 

 


